
５．今後の取組 主な課題 
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・現在の取り組み状況 



水位観測データの公開 
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水位観測データの表示例 

水位観測所 

雨量局 

▲ 

● 



水位周知河川における水位情報提供 

• 水位周知河川では、氾濫の恐れがある時に、関係

市町村へ情報を提供します。 

• オホーツク東部の水位周知河川 

– 斜里川 
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【国土交通省資料より抜粋】 



重要水防箇所の公開 
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水系名 区間 

延長 

(km) 

流域の市町村 
斜里川 3.60 斜里町 



主な河川改修事業の実績について 
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優先整備区間   
■整備計画での整備予定箇所 



河道内樹木等の伐採のあり方について 

●現状の維持管理 

 河道内の樹木の伐採や堆積土砂の除去といった河川の維持管理は、これまで、

「公共土木施設の維持管理基本方針」において、流下能力を阻害し、出水時に洪

水氾濫の原因となる恐れがある場合に伐採や除去することとしている日常管理型
の維持管理を行ってきました。 

 

●新たな維持管理 

 こうした中、昨年の台風被害を受けて洪水の軽減には河川の整備を行うととも

に、その機能を確保するための、そして河川環境などの保全の観点からも、適切

な維持管理が重要であり、計画的に樹木伐採などの維持管理を進める必要があり
ます。 

 今後は、｢公共土木施設の維持管理基本方針｣を基本とし、｢河道内樹木伐採など

の河川維持管理のあり方｣により、河道内の樹木伐採、堆積土砂の除去などを行う

こととして、効率的・効果的な河川の維持管理に努めることとなりました。 
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洪水に備えた事前準備 

• 河川維持管理計画に基づく河川巡視 

  出水期前の定期点検のほか、異常時点検として、出水中及び出水後  

 に河川巡視を実施 

• 水防資材の備蓄など 
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斜里出張所  土のう袋（480mm×620mm）２，３５０枚  大型土のう袋（1,100mm×1,100mm）３０枚 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・減災のための目標 
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減災のための目標（案） 

５年間で達成すべき目標 

関係機関との連携を強化し、２級河川で発生しうる大規模水害に対して、「迅

速・確実な避難のための防災意識向上」・「社会経済被害の最小化」を目指す。 

平成28年8月の台風による教訓 

河川沿いの低平地の 

大部分が浸水 

交通や第一次産業への 

深刻な影響が発生 

要配慮者利用施設で 

逃げ遅れ被害が発生 
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・今後の進め方 



オホーツク東部減災対策協議会 

開催スケジュール 

• 今後の協議会は、以下のスケジュールを予定しています。 

• 幹事会は、必要に応じて適宜開催します。 
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年 度 協議会 主な議題 

平成２９年度 第１回協議会 

（H29.7.5） 

• 協議会の設置・運営内容について 

• 水防災意識社会とは 

• オホーツク東部の河川の概要 

• 主な課題 

• 現在の取り組み状況 

• 減災のための目標 

• 今後の予定 

第２回協議会 

（H30.3目途） 

• 目標と取り組み方針の共有 

• フォローアップ方法の確認 

平成３０年度 第３回協議会 • 取組状況の報告 

• 今後の取り組みのフォローアップ 

以後、毎年度協議会を開催 


